【春の贈り物】

2009.03.01

ここ数日は、春寒が続いていますが、二月の中旬、冬から突然「夏」になり、その後春一番が吹き、と気象が滅茶苦茶です。これも「地球温暖化」の影響でしょうか？何れにしても、人間も自然の一部である事を忘れず、「市場原理主義」などという、「虚」のその場限りの幸せを追究するのではなく、自分が存在しない「未来」を快適なものとする努力も多少はしなければならないのではないかと思います。「地位」と言う、虚ろな権威にしがみつき「老醜」を晒し自分の今の幸せしか考えない人々は、子孫を残したら潔く死んでいく戻り鮭にも程度では劣っている様に感じます。そんな中ではありますが、「人間も自然の一部」であることを思い出し、春からの贈り物を有り難く頂くことにも重要ではないかと思います。　例年ですと、2月中旬から3月上旬にかけてが「旬」なのですが、今年は既述の通り暖冬なので、2月の中旬ころ「フキノトウ」が出ると思い、先週犬の散歩のついでにあちこちみてみました。日当たりの良い場所では、既に花になりかけており、一方日陰では未だ出ていない状況でした。ここは、小田急の多摩線沿線で、北を東京と稲毛市、南は町田市に囲まれ、開発が比較的進んでいないので、自然が沢山残っています。田園風景も残っており、春は「フキノトウ」に始まり、つくし、タラの芽、ワラビと、山菜が沢山見つかります。はるひ野辺りから先は、「平成ぽんぽこ」の舞台になった多摩丘陵に掛かりますので、元々が武蔵野の田舎だったわけです。もっとも、フキノトウ以外は、「あるだけ」で実際には、食用には「ちょっと？」です。タラの芽も、自然に任せておけば、いけると思いますが、夏の下草刈りで根本まで切られてしまうので、毎年幹を伸ばすのが大変そうで、まるで「幹の様な」芽なのでとても食べればものではありません。これは、挿木でいけるので、知っている人は自宅で栽培しています。まあ、という訳で先週はフキノトウも空振りだったので、昨日見つけに行きました。とは言っても、ここは田舎ではなく、一応川崎市なので、まさか他人の庭先や畑の中に入るわけにはいかないので、道端、土手等採取できる場所は限られます。それでも、20個ほどとれましたので、「フキ味噌」と天ぷらで食しました。量は少なかったですが、このほろ苦さが「春が来た～」と実感する瞬間でもあります。この周辺は今週で「旬」は終わりだと思いますが、来週あたり実家から「本場物」を送ってきますので、もう一度「春」が味わえます。春先のささやかな楽しみですが、最近では「この田舎」も開発が徐々に進んでおり、「去年まで、有ったのに～」というパターンが増えてきましたので、後何年楽しめるやら、です。もっとも、後何年かしたら、田舎に出かける時間も暇もできると思いますが。フキノトウ以外、この近くでは以前は養蚕をしていた様で桑の木があったり、彼岸花が自然に咲いていたり、いろんな草があったり、といざとなったら食用になるものが沢山あります。もっとも、何が食べられるのか、また食べられるとしても処理をしないと食べられないか（例えばワラビは灰汁抜きしないと食べられません）等をしらないと、おなかを壊しますので、幾ら空腹でも避けた方がいいと思います。それでも、どうしても食べたいという方には、下記の本がお勧めです。という事で、ささやかな春の歳時記でした。
